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渡航先：インド（⻄ベンガル州）�
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1,�渡航の⽬的�
 今回の渡航は、特定⾮営利活動法⼈わぴねす（以下わぴねすとする）にインターン⽣として参加すること
により決定した。�
 わぴねすの⽬的は「みんながイキイキワクワク⽣きることのできる社会」の創造だ。その⽬的のために
ワークキャンプ事業部・就労⽀援事業部・教育事業部という3つの事業部に分かれて活動している。�
 今回私はすべての事業部の運営に加え、⻄ベンガル州にある11つのハンセン病コロニーの現状調査を⽬的
とし、渡航をした。�

2,�現地での活動�
①2019年2⽉~3⽉ �
⻄ベンガル州プルリア県に位置するマニプールコロニー・バンクラ県に位置するビシュナプールコロニーと
いう2つのコロニーにてワークキャンプに参加。�

②2019年8⽉~9⽉ �
マニプールコロニーにてワークキャンプに参加。�

③2019年4⽉~2020年1⽉ �
わぴねすのTwitter・Facebook・InstagramなどのSNSとWebsiteの運営、ブログ作成。�
⻄ベンガル州アサンソル県に位置するチャクドラコロニー、バンクラ県に位置するピアルドバコロニー、マ
ニプールコロニー、ビシュナプールコロニーという4つのコロニーにてワークキャンプ事業部、就労⽀援事
業部に関わる活動。�

④2019年9⽉~2019年2⽉�
⻄ベンガル州の中から11つのコロニーを選び調査。�

⑤2020年2⽉�
梅本⻭科基⾦様のご協⼒によりマニプールコロニーにて⻭磨き講座や実態調査の実施、⻭ブラシの配布。�

3,�活動の内容と成果�
 ①については、マニプールコロニーとビシュナプールコロニーにて世帯毎における被差別意識のリサーチ
やパーティを実施した。リサーチによって、マニプールコロニーでの今後の被差別意識へのアプローチの⽅
向性を決定した。またビシュナプールのパーティーにはコロニー外の⼈々だけではなく、ハンセン病を学ぶ
ことに興味のあるインド⼈⼤学⽣を招くことで、より多くの⼈にハンセン病コロニーの現状を知ってもら
い、様々な偏⾒を取り除くことができたように思う。�
 ②については、マニプールコロニーではハンセン病に対して差別意識があると⾔われている隣村に赴きリ
サーチと啓発を実施した。リサーチの結果、若者になるにつれてハンセン病への差別⼼が少なくなっていく
傾向がわかった。しかし⼀⽅で「差別⼼は無い」と⾔いながらも結婚やご飯を共にすることはできないとい
う⼈が未だに少なく無いということもわかった。�
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 ③については、わぴねすの⽀援者・参加者を増やすという⽬的のもと、SNS・Websiteの運営、ブログの
作成と⽇々の更新をした。毎⽇のブログ更新やSNS運営により、WebsiteのView数は2019年3⽉の2,433から
2020年1⽉11,244まで、およそ4倍まで増加した。�
 ④については、笹川保健財団の委託を受け、⻄ベンガル州の中から11つのコロニーを選び調査を実施し
た。調査ではコロニーの全世帯に対して、家族構成や就職状況、医療状況、政府からの⽀援や保険の有無、
差別の経験や家屋の状態を調査した。�
 この調査によって、11つのコロニーの詳細な状況を把握することができた。この情報をもとに笹川保健財
団だけではなく、わぴねすも今後活動するコロニーを広げていく。既に9⽉に調査を実施したカルヤンプー
ルコロニーでは新たに就労⽀援のプロジェクトが開始している。�
 ⑤については、マニプールコロニーにて50⼈ほどの⼦供達に向けて紙芝居や⼩道具を使って⻭磨き講座を
実施した。またその際⼦供達やその⺟親に対して⻭磨き状況の確認や講座によって得られた知識の確認のリ
サーチも実施した。その結果、講座によって⼦供達やその⺟親が「適当な⼀⽇の⻭磨きの回数」や「⻭磨き
をしないことで病気にかかるリスクが上がること」などを学んだことがわかった。�

4,�写真�
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